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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、相同組換えに関与し、染色体の安定性を維持し、DNA損傷を修復するRecA/Rad51関連タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子は、修復能を欠く変異体であるチャイニーズハムスターirs1SFを機能的に補完します。irs1SFは、様々なDNA損傷因子に対して過敏性を示し、染色体不安定性を示します。この遺伝子のまれなマイクロサテライト多型は、放射線感受性の異なる患者における癌と関連しています。同じタンパク質をコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2008年7月],疾患：Met-241は皮膚悪性黒色腫の発生と関連している。,機能：二本鎖DNAの相同組換え修復（HRR）経路に関与し、染色体の断片化、転座、欠失を修復すると考えられている。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：recAファミリーに属する。RAD51サブファミリー。,サブユニット：RAD51CおよびRAD51と相互作用する。RAD51B、RAD51C、RAD51D、XRCC2、およびXRCC3からなる複合体の一部。,
	研究分野
	相同組換え;
	画像データ
	

	XRCC3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	アドリアマイシン0.5μMで5時間処理したHepG2細胞ライセートのXRCC3抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	XRCC3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

